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  はじめに、このたびの令和２年７月豪雨において被災された多くの方々、関係各位ならびにご家族の皆様に

心よりお見舞い申し上げますとともに、一日も早い復興をお祈り申し上げます。

  皆様方には平素より格別のご愛顧・お引立てを賜り、厚く御礼を申し上げます。本年もディスクロージャー

誌「くましんの現況2020」を作成いたしました。本誌では、弊金庫の経営方針や業務・財務の内容について出

来る限り分かり易く開示させて頂くこととしており、弊金庫についてのご理解の一助になれば幸いと考えて作

成致しております。なにとぞご高覧頂き、ご理解を深めて頂きますと共に、より一層のご愛顧を賜りますよう

お願い申し上げます。

  令和元年度からの３ケ年中期経営計画の初年度であった第８８期は、経営計画の基本方針下に掲げた

（１）法令等遵守態勢・顧客保護等管理態勢の深化×進化（２）経営力・統合的リスク管理態勢の深化×進化

（３）支援力・営業力の深化×進化 （4）人材力・組織力の深化×進化  の４つの主要施策の実現をめざし、

「内部管理基本方針」に則り、経営管理上の重要な会議やコンプライアンス委員会をはじめとする各種委員会

を定期的に開催するなど、体制整備も進めながら業務の健全性や適切性確保に努めてまいりました。

  また、地元のお客さまのニーズに応える、円滑な資金供給に資する融資業務を主たる収益確保の手段と定め

金庫収益は、お取引先の業績向上や回復とともにあることを目指すとともに、信用金庫法や企業会計原則等の

諸法規に準拠する適切な資産の自己査定を厳格に実施し、その結果として対処の必要がある債権については、

適正かつ積極的な償却・引当を行うことで、資産の健全化にも取り組んでおります。

  さて、金融経済の環境ですが、世界経済は米中貿易摩擦などの影響を受けて全体的に減速傾向が強まりまし

た。成熟期に入りつつあった中国経済は成長率の鈍化が目立ち、好調を維持していた米国経済も後半は減速に

転じました。そんな中で、国内は内需が牽引する形で緩やかに景気回復との認識が示された時期もありました

が、１０月に実施された消費税率の引き上げ後は予想を上回る景気の落ち込みが表面化し、県内も震災復興需

要の一巡感とも相まって、一部には息切れする企業も見られ始めました。更に、１月中旬以降は中国に端を発

した新型コロナウィルスによる感染症が世界中で猛威を振るい、国内でも多くの人命を奪うなど医療体制にま

で脅威をもたらしながら期末を迎えました。その感染拡散防止措置により、グローバル化していたヒト・モノ

の動きは大きく制限され、金融市場をはじめとして、世界経済に甚大な影響を及ぼしております。各国政府は

財政、金融両面から政策を総動員し対応に当たっておりますが、コロナウィルス感染拡大の収束が見えない中

では、経済再生の道筋は不透明なままで、一時は緊急事態宣言が発令されるに至った国内も、外出自粛・休校

・休業などで急速な経済活動の停止・停滞は避けられず、外需だけでなく内需の落込みも深刻、かつ長期に及

法令等遵守（コンプライアンス）
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   当金庫は、金融円滑化法終了後もその趣旨を踏襲し、条件変更の継続を含む金融支援のご相談に、真摯に対応することとしてお
ります。経営改善計画策定支援につきましては、お客様の経営課題等を聞かせて頂き、外部支援機関と連携して策定支援を行って
います。また、条件変更時に作成した経営改善計画書の進捗状況を把握するために定期的なモニタリングを実施し、業況に応じた
最適なソリューションの提案ができるよう心がけております。
   条件変更時の経営改善計画書の進捗状況につきましては、下表の通り62先中、売上状況については44先が計画達成、利益状
況については22先が計画達成となっています。新型コロナウイルス感染症の影響による経済収縮等の懸念材料もあるため、各種
支援策のご案内等モニタリングを通じて、状況に応じた最適な提案が出来るよう積極的な伴走支援に取り組んでまいります。
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経営計画書   経営支援室

  当金庫では、「経営者保証に関するガイドライン」の趣旨や内容を十分に踏まえ、お客さまからお借入や保証債務整理の相談を受
けた際に真摯に対応するための態勢を整備しています。また、経営者保証の必要性については、お客様との丁寧な対話により、法
人と経営者の関係性や財務状況等を把握し、同ガイドラインの記載内容を踏まえて十分に検討するなど、適切な対応に努めていま
す。なお、2019年度に当金庫において、保証契約を解除した件数は18件、同ガイドラインに基づく保証債務整理の成立件数につ
いては、当金庫をメイン金融機関として成立に至った経営者保証に関するガイドラインに基づくお申し出はありませんでした。

  当金庫は、地域の中小企業や個人事業者の皆様のライフサイクルに応じて、創業支援をはじめ、経営支援、事業再生支援に積極的
に取り組んでいます。より実効性の高い経営課題解決支援のため、外部支援機関との連携による支援の充実にも重点的に取り組ん
でいます。









今回のアンケート調査回答の集計結果は、以下の通りとなっております。

・販路を開拓・拡大したい（52％台）

・人材の育成、確保を図りたい（35％台）

・事業承継、後継者の育成を図りたい（25％台）

の回答が高い割合を占めています。

また、前回に比べ減少している項目は、

・技術や業務上のパートナーがほしい

・人材の育成、確保を図りたい

・新商品・新製品・工法を開発する方法が知りたい

・新商品・新製品・工法・技術面に関する情報がほしい

・製品・商品・工法等の改良をしたい

・店舗・工場・機械・設備・装置等の移転・改装・増設・機能を高めたい

・製造・土木建設等における新しい技術・工法を身につけたい

・新製品等にかかる資金を確保したい

・ビジネスマッチングの機会があれば参加したい

となっています。なお、

・事業承継、後継者の育成を図りたい

の回答が前回から最も伸長する結果となりました。

・財務面の後退感（売上、利益、資金繰り面、代金回収、為替影響）（37％台）

・事業承継、経営指針の踏襲もしくは打開（29％台）

・人員、人材面の状況、影響（過剰・不足）（28％台）

の回答が高い割合を占めています。

また、前回に比べ減少している項目は、

・商品・資材・原材料の価格高騰や在庫不足の影響

・人員、人材面の状況、影響（過剰・不足）

・新技術、新商品の開発による需要創造

となっています。なお、

・財務面の後退感（売上、利益、資金繰り面、代金回収、為替影響）

の回答が前回から最も伸長する結果となりました。

  今回のアンケート集計結果は　各営業店へフィードバックし、各事業者の課題である「売上増加・収益増加・経営

財務改善等」に向けたコンサルティング機能を一層発揮のうえ、「ソリューションの提案」、「ビジネスマッチング」、「コ

ラボ産学官」会員への誘導による大学への紹介・共同研究相談等、「相談機能の充実」に向け役立てることとします。

また、当金庫の既存取引先への資金需要（融資）や未取引先への勧誘、経営改善計画策定のサポート等の営業店取組

みの資料として活用し、外部機関とも連携のうえ、経営支援の取組み強化を図っていきたいと考えております。
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　当金庫における報酬体系の開示対象となる「対象役員」は、常勤理事及び常勤監事をいいます。対象役員に対する

報酬等は、職務執行の対価として支払う「基本報酬」及び「賞与」、在任期間中の職務執行及び特別功労の対価として

退任時に支払う「退職慰労金」で構成されております。

　

（１）報酬体系の概要

     【基本報酬及び賞与】

        非常勤を含む全役員の基本報酬及び賞与につきましては、総代会において、理事全員及び監事全員それぞれ

      の支払総額の最高限度額を決定しております。

        そのうえで、各理事の基本報酬額につきましては役位等を、各理事の賞与額については前年度の業績等をそ

      れぞれ勘案し、当金庫の理事会において決定しております。また、各監事の基本報酬額及び賞与額につきまし

      ては、監事の協議により決定しております。

     【退職慰労金】

        退職慰労金につきましては、在任期間中に毎期引当金を計上し、退任時に総代会で承認を得た後、支払って

      おります。

        なお、当金庫では、全役員に適用される退職慰労金の支払いに関して、主として次の事項を規程で定めており

      ます。

        ａ．決定方法　ｂ．支払手段　ｃ．決定時期と支払時期　

（２）2019年度における対象役員に対する報酬等の支払総額

対象役員に対する報酬等

（３）その他

　「信用金庫法施行規則第１３２条第１項第６号等の規定に基づき、報酬等に関する事項であって、信用金庫等の業務

 の運営又は財産の状況に重要な影響を与えるものとして金融庁長官が別に定めるものを定める件」（平成２４年３月

 ２９日付金融庁告示第２２号）第３条第１項第３号及び第５号並びに第２項第３号及び第５号に該当する事項はありま

 せんでした。

  当金庫における報酬体系の開示対象となる「対象職員等」は、当金庫の非常勤役員、当金庫の職員であって、対象

役員が受ける報酬等と同等額以上の報酬等を受ける者のうち、当金庫の業務及び財産の状況に重要な影響を与える者

をいいます。

  なお、2019年度において、対象職員等に該当する者はいませんでした。



  年度初めからの積極的な融資推進に加え、年度末には新型コロナウイルスの影響により資金繰りが逼迫し始めてき

た取引先に対して積極的な金融支援に取り組んだ結果、2019年度の貸出金残高は91,908百万円（対前期比2,238

百万円の増加）となりました。そのため、貸出金利息収入につきましても前年より増加することが出来、投資信託の

期限償還配当があった有価証券利息配当金等と合わせ、資金運用収益は2,317百万円（対前期比57百万円の増加）

となりました。一方の預金につきましては、全体としては増加したものの、定期性預金は減少したため、資金調達費

用は対前期比で5百万円の減少となり、資金運用収支は対前期比で62百万円の増加となっています。

  経費につきましては、昨年10月より施行された消費税率引き上げの影響により税金がやや増加したものの、人員

減少および退職給付費用減少の影響により人件費が減少したことで、全体としては58百万円の減少となりました。

また、償却債権取立益や睡眠預金の雑益繰入額が前期に比べ減少したものの、株式等売却益を41百万円計上したた

め、経常利益は525百万円（対前期比118百万円の増加）となりましたが、今期より法人税等の納付が再開された

ことで当期利益は386百万円（対前期比22百万円の減少）となりました。

  2020年3月期末の貸出金残高は、91,908百万円となり、期首比2,238百万円の増加となりました。

  内訳は、営業店全体で1,686百万円の増加、公金で552百万円の増加となっております。年度当初は熊本地震に

よる復興需要の反動があったものの、日本政策金融公庫と連携した第2弾「くましん地方創生ローン」および新型コ

ロナウイルス感染症拡大による対策のひとつである熊本県信用保証協会保証付「新型コロナ関連制度融資」に取り組

んだ結果、法人向けの融資が増加しました。また、個人向け貸出の減少対策として、2019年1月に全期間固定金利

型住宅ローンを商品ラインナップに追加したことで、住宅ローンについては期首比801百万円の増加となりました。

  当金庫は、地域に根差し、きめ細かな金融に徹することで、地域の皆様から信頼をいただき、育てられてきました。

それは、地域経済発展のために、起業支援、創業間もない企業の育成、成長期の企業への資金応需など、企業のライ

フサイクル、個人のライフステージに合わせた質の高いサービスを提供してきた結果と自負しております。

  今後もフットワークを活かし、「人間力」・「スピード力」・「目利き力」・「つなぐ力」を強化して、コンサル

ティング機能を充実させて参ります。また、本部では月に4回のペースでくまもと産業支援財団よりコーディネータ

ーに来ていただき、営業店のお客様向けに「よろず支援拠点出張相談会」を開催し、お客様ごとの悩みや相談の解決

に積極的に取り組んでいます。地元の皆様に信頼され、最も身近で相談しやすい、安心して頼れるパートナーとなれ

るよう精進を重ねてまいりますと共に、利便性の高い事業性資金や個人リテール資金の安定供給と取扱い増加に努め

ながら、お客様方や地域の発展・活性化に繋がる営業活動を行うことで貸出金の増強に繋げて参ります。

  2020年3月期末の預金残高は163,836百万円となり、期首比338百万円の増加となりました。

  内訳は、流動性預金が2,746百万円増加し、定期性預金は2,408百万円の減少となっております。

  流動性預金に関しましては、2019年度もインターネットバンキングの導入などをすすめ、平残増加へ力を入れて

参りました。2016年2月に日銀のマイナス金利政策が導入され、市場の金利引き下げがおこったため、預金への関

心が薄れ始め、個人預金の一部に、他の高利回り商品への流出も見受けられました。

  定期性預金に関しましては、「懸賞金付定期預金キャンペーン」等を実施しましたが、満期による払出等も見受け

られ、小口定期預金の減少により、定期性預金残高減少となりました。しかしながら、相続預金を対象としました

「相続定期預金」や退職者向けの「退職金専用定期預金」をはじめとして、年金受給者向け商品であります「寿定期

預金」や子育て支援商品の「多子家族応援定期預金【子宝】」等の金利上乗せ預金商品につきましては、2019年度

も好評を博し、地域の皆様から多くのご支持をいただきました。

  今後は、将来の人口減少問題も強く意識し、基盤拡充を実現すべく、取引軒数増加と複合取引の増強を推進し、引

き続き基幹商品である定期積金や小・中口定期預金の取り組みに注力して預金増強に努めて参ります。

2019年度の業績



  2019年度の自己資本比率は10.09％となりました。今期は自己資本比率の分母となるリスクアセット額が、貸出

金残高増加（期首比2,238百万円の増加）の影響で前期比2,125百万円増加の77,547百万円となったものの、今

期も内部留保の積み増しができ、比率の分子となる自己資本額が、前期比233百万円増加の7,828百万円となった

ため、前期の10.06％に比べて0.03％上昇し10.09％となりました。

  なお、2019年度の自己資本比率の開示にあたっては、2014年3月31日より適用された新規制に基づいて開示し

ており、認められている経過措置を採用しております。また、自己資本比率の国内基準は4.0％以上でありますが、

当金庫の比率は本年度もこれを大幅に上回っており、十分な健全性が確保されております。

　当金庫は、社会の秩序や安全に脅威を与え、健全な経済・社会の発展を妨げる反社会的勢力との関係を遮断するため、

以下のとおり「反社会的勢力に対する基本方針」を定め、これを遵守しています。

１．当金庫は、反社会的勢力との取引を含めた関係を遮断し、不当要求に対しては断固として拒絶します。

２．当金庫は、反社会的勢力による不当要求に対し、職員の安全を確保しつつ組織として対応し、迅速な問題解決に

    努めます。

３．当金庫は、反社会的勢力に対して資金提供、不適切・異例な取引および便宜供与は行いません。

４．当金庫は、反社会的勢力による不当要求に備えて、平素から警察、暴力追放運動推進センター、弁護士などの外部

    専門機関と緊密な連携関係を構築します。

５．当金庫は、反社会的勢力による不当要求に対しては、民事と刑事の両面から法的対抗措置を講じる等、断固たる

    態度で対応します。

[苦情処理措置]

　当金庫は、お客さまからの苦情のお申し出に公正かつ的確に対応するため「業務運営体制・内部規則」を整備し、

その内容をホームページ、ポスター等で公表しています。

　苦情は、当金庫営業日（9時～17時）に営業店（電話番号は60ページ参照）または総務部（電話：096－326－

9419）で受け付けておりますので、お気軽にお申し出ください。

[紛争解決措置]

　当金庫は、紛争解決のため、当金庫営業日に上記総務部または全国しんきん相談所（9時～17時、電話：03－

3517－5825）にお申し出があれば、熊本県弁護士会（電話：096－325－0913）、鹿児島県弁護士会（電話：

099－226－3765）、東京弁護士会（電話：03－3581－0031）、第一東京弁護士会（電話：03－3595－8588）、

第二東京弁護士会（電話：03－3581－2249）の仲裁センター等にお取次ぎいたします。また、お客さまから各弁

護士会に直接お申し出いただくことも可能です。







  システムリスクとは、コンピュータのシステムダウンや誤作動等、システムの不備やコンピュータが不正に使用さ
れることを原因として起こり、金融機関が損失を被るリスクのことをいいます。当金庫では、基幹となりますオンラ
インシステムにつきましては、加盟している一般社団法人しんきん共同センターのシステムを利用しており、十分な
バックアップ体制をとっております。更に「コンティンジェンシープラン」「情報資産保護に関する基本方針」「個
人情報保護法」等に基づく緊急事態等への対応や、情報資産の保護管理体制の整備を徹底することで、金庫内ネット
ワーク等の情報セキュリティ対策への対応、継続的なサイバーセキュリティ対策の実効性強化に関しても、事務開発
課が徹底した指導を行なっております。

  金融の自由化、国際化の進展にともない、信用リスクをはじめとして事務リスク、システムリスク、市場リスク、

流動性リスクなどのさまざまなリスクが金融機関を取り巻き、信用金庫の経営にも影響を及ぼす機会が増大しており

ます。刻々と変化する経済環境の中で経営の健全性を維持し、地域社会の負託に応え、期待される機能を発揮していく

ためには、このような多様化し複合化していくリスクの正確な把握と管理体制を確立する必要があります。そこで

当金庫は、次のようなリスク管理を実施しています。

  信用リスクとは、取引先の財務状況の悪化等により、当金庫の資産の価値が減少したり、消失したりして、損失を被

るリスクのことをいいます。当金庫はこのようなリスクに対応するために、適切な審査・与信管理を行い、更にリス

ク分散の徹底、信用リスク額の適正化を図り、適正な収益の維持・確保により経営の健全性を高めることとしており

ます。そのために当金庫では業務推進部門と貸出審査部門を分離し、厳格かつ適切な管理体制を取っております。ま

た、融資業務を行うにあたり遵守されるべき規範、与信リスク管理に関する基本方針等として、信用リスク管理要領を

制定しております。与信案件の取上げにおいては、取引先の財務状況、資金使途、返済原資等を的確に把握するとと

もに、与信案件のもつ個別リスクや業種別リスク特性等を踏まえて適切に審査しております。更に与信集中リスク（グ

ループ含む特定大口先、業種）等に対してもクレジット・リミットを設定するなど厳格な管理を行っております。また、

貸出実行後の信用リスクの期中管理につきましては、定例訪問によるモニタリングの強化、継続を通して取引先の業

績、財務状況、定性面等の変化、推移を時系列的に把握し、不良化の予兆等を早期に察知することで、不良債権化の

防止、資産の健全性の維持、向上を図っております。

  事務リスクとは、事務上のミスや不正処理により、金融機関が損失を被るリスクのことをいいます。当金庫では、

監査部が本支店に対して定例的に臨店監査を実施する一方、正確かつ迅速な事務処理と事務事故の発生を未然に防止

するために、事務指導課による徹底した職員の指導教育を行なっており、合わせて事務規定等の見直しや整備も継続

的に進めております。

  市場リスクとは、金利、有価証券の価格、為替等の様々なリスク・ファクターの変動によって、保有する資産の価

値が変動して金融機関が損失を被るリスクのことをいいます。また流動性リスクとは予期せぬ資金の流出等により、

通常よりも高い金利での資金調達を余儀なくされたり、資金繰り自体に支障を来すリスクのことをいいます。これら

のリスクに対処するためには、金融環境の変化を予測し、各種リスクの管理と収益のバランスをとりながら、預貸

金に代表される負債と資産を総合的に管理することが必要となってきます。この管理をＡＬＭ（資産・負債総合管理）

といいますが、当金庫は、刻々と変化していく金融環境に対処するため、月次ベースでシミュレーションを実施して

おり、毎月の収益状況の把握と将来的な収益予測、流動性リスクの計測、金利・価格変動リスクの計測等を行って

おります。そして、その結果を踏まえ、常勤理事会等において各種の経営施策を検討しております。
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井星   伸一

2020年６月26日

   2019年度における貸借対照表、損益計算書及び剰余金処分計算書（以下、「財務諸表」という）の適正性、及び

財務諸表作成に係る内部監査の有効性を確認しております。

熊本信用金庫

　       理事長

  また、信用金庫法第38条の2の規定に基づき、2019年度（第88期）決算の貸借対照表、損益計算書及び剰余金

処分計算書は、くまもと監査法人の監査を受けております。
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         3.コア業務純益＝実質業務純益－国債等債券損益　（国債等債券損益は、国債等債券売却益、国債等債券償還益、

         国債等債券売却損、国債等債券償還損、国債等債券償却を通算した損益です）

         4.「実質業務純益」「コア業務純益」「コア業務純益（投資信託解約損益を除く）」については、銀行法施行規則等の一部を改正する内閣府令

        （令和元年9月13日）による改正を受け、2019年度分より開示することとなったため、開示初年度につき、2019年度分のみを開示してお

         ります。なお、「業務純益」については、昨年度と同様に開示しております。

         5.業務粗利益率＝業務粗利益／資金運用勘定平均残高×100
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0.0

8.3

0.3

0.2

0.8

8.3

2.0

26.3

0.3

0.4

0.1

2.6

2.4

0.3

1.0

2.5

57.7

12.6

29.7

100.0

47.8

52.2

2020年3月末2019年3月末

2020年3月末2019年3月末

2,688

－

－

26,543

－

29,231

22,323

10,061

28,054

89,670

－

－

－

1,508

－

1,508

2

－

164

1,675

2,213

－

－

27,184

－

29,398

22,145

10,635

29,730

91,908

－

－

－

1,358

－

1,358

2

－

133

1,493







2019年度2020年3月末2018年度2019年3月末

4,372

3,653

―

7,748

401

808

3,738

20,722

4,957

3,676

―

8,426

226

406

3,655

21,349

4,316

3,724

―

6,404

314

2,140

3,881

20,782

4,237

3,583

―

7,200

221

1,403

3,842

20,489

平均残高平均残高 残   高残   高

4,372

3,653

―

7,748

401

808

3,738

―

―

―

―

401

―

492

―

―

―

304

―

―

―

634

627

―

522

―

202

920

―

1,797

―

146

―

―

1,375

1,397

205

―

346

―

305

317

2,340

1,023

―

4,722

―

300

517

―

―

―

1,706

―

―

116

2,011

807

―

3,057

―

300

335

829

304

―

1,657

―

―

218

845

558

―

411

―

403

643

―

1,431

―

185

―

―

1,705

630

622

―

791

―

301

525

―

―

―

300

―

―

1,135

―

―

―

―

314

―

453

4,316

3,724

―

6,404

314

1,004

5,016

2020年3月末

2019年3月末



2020年3月末2019年3月末

2020年3月末2019年3月末

1,134

200

―

―

300

1,634

―

―

―

―

―

―

1,634

1,226

205

―

―

324

1,756

―

―

―

―

―

―

1,756

91

5

　―

―

23

121

―

―

―

―

―

―

121

1,130

200

―

―

300

1,630

―

―

―

―

―

―

1,630

1,203

204

―

―

312

1,720

―

―

―

―

―

―

1,720

73

4

　―

―

12

90

―

―

―

―

―

―

90

373

14,242

3,237

3,453

―

7,551

2,209

16,824

―

197

―

―

―

197

2,036

2,233

19,057

196

13,924

3,102

3,349

―

7,472

2,107

16,228

―

200

―

―

―

200

2,106

2,306

18,534

176

317

134

103

―

78

101

595

―

△2

―

―

―

△2

△70

△72

522

275

11,217

3,186

3,424

―

4,606

2,809

14,303

10

1,897

―

99

―

1,797

2,906

4,814

19,117

109

193

84

74

―

34

109

411

0

△13

―

0

―

△13

△198

△212

199

166

11,024

3,102

3,349

―

4,572

2,700

13,891

10

1,910

―

100

―

1,810

3,104

5,026

18,917

2020年3月末2019年3月末

―

―

28

1

30

―

―

28

5

33



出金

入金

出金

入金

出金

入金

出金

入金

出金

入金

無料

無料

無料

無料

110円

110円

無料

無料

無料

無料

110円

110円

110円

110円

220円

220円

110円

110円

110円

110円

110円

110円

110円

110円

220円

220円

110円

110円

110円

110円

新規申込時

変更申込時

約束手形

マル専手形

預金関連

通帳、証書、キャッシュカード等

（１冊につき）

（記名判印刷発行は１冊につき）

(１通につき）

（１冊につき）

（記名判印刷発行は１冊につき）

（１枚につき）

（割賦販売通知書　　１通当り）

（１冊につき）

（１通当り）

（1件につき）

（１通当り）

（1件につき）

5,500円

2,200円

660円

770円

550円

880円

880円

　　　　　550円

3,300円

440円

550円

1,100円

1,100円

1,100円

33,000円

55,000円

33,000円

55,000円

1,100円

無　　料

5,280円

6,600円

11,880円

17,160円

3,300円

3,300円

1,100円

22円

22円

110円

110円

110円

110円

利用不可

利用不可

110円

110円

利用不可

利用不可

手数料には消費税 （税率10％） を含みます。

主な手数料のご案内

マル専当座事務取扱手数料

普通預金入金取次帳（大伝票・100枚綴り）・振込帳発行手数料

各種証明書発行手数料

当金庫規定外帳票での証明書発行手数料

各種再発行手数料

個人ローン実行手数料

夜間金庫利用手数料（月額）

夜間金庫用入金帳

個人情報開示請求基本手数料

個人情報開示請求に伴うコピー代

税務調査関係等コピー代

貸金庫利用手数料(年額）

保護預り手数料

異議申立て預託金受入手数料

住宅金融支援機構協調融資

すまい・るパッケージ

住宅ローン新規取扱手数料

（保証会社で取扱手数料のあるものは除く）

手形用紙交付料

自己宛小切手発行手数料

小切手用紙交付料

記名判登録手数料

熊本銀行・九州

労働金庫取引のお客様

当金庫・熊本第一・熊本中央

信用金庫取引のお客様

当金庫取引のお客様

他信用金庫取引のお客様

信用金庫取引以外のお客様

お  取  引  金  融  機  関

お  取  り　扱  い　内  容　と　金　額

ＣＤ・ＡＴＭ利用手数料

土曜・日曜・祝日平　　　　日

17：00～稼動終了18：00～稼動終了 9：00～17：008：45～18：00

共
同
Ａ
Ｔ
Ｍ

当
金
庫
Ａ
Ｔ
Ｍ

1,000万円以下

1,000万円 超

500万円以下

500万円 超

　（１件につき）

小　型

大　型

（契約口座１件につき）

（１冊につき）

（１件につき）

（１枚につき）

（１枚につき）



６６０円

５５０円

８８０円

６６０円

６６０円

５５０円

８８０円

６６０円

６６０円

４４０円

８８０円

６６０円

　　３３０円

　　２２０円

　　５５０円

３３０円

　　４４０円

　　６６０円

　　５５０円

　　７７０円

　　３３０円

　　２２０円

　　４４０円

　　３３０円

　　３３０円

　　２２０円

　　４４０円

　　３３０円

　　４４０円

　　３３０円

　　５５０円

　　４４０円

　　６６０円

　　８８０円

　　６６０円

　　８８０円

　　２２０円

　　８８０円

　　６６０円

　　８８０円

　　６６０円

　　８８０円

　　６６０円

　　８８０円

66０円

３３０円

２２０円

５５０円

３３０円

１６５円

１１０円

３３０円

２２０円

　　　８０円

　　　５５円

　　１１０円

８０円

　　１１０円

　　３３０円

　　１１０円

　　３３０円

　　　１１０円

　　　８０円

　　１１０円

　　　８０円

　３３０円

　　２２０円

３３０円

２２０円

５５０円

３３０円

１６５円

１１０円

３３０円

２２０円

　　　８０円

　　　５５円

　　１６５円

８０円

　　１１０円

　　３３０円

　　２２０円

　　４４０円

８０円

　　１１０円

   　

　　　８０円

　　１１０円

　　１６５円

　　１１０円

　　２２０円

　　１１０円

　　４４０円

　　４４０円

 

　　

３３０円

　　２２０円

手数料には消費税 （税率10％） を含みます。

１,１００円

３,３００円

為替手数料一覧

他行庫宛当金庫本・支店宛当店宛

５万円未満

５万円以上

５万円未満

５万円以上

５万円未満

５万円以上

５万円未満

５万円以上

金額区分

法人インターネットバンキング（オンラインサービス）、ホームバンキングサー
ビス利用手数料（月額基本料金）

法人インターネットバンキング（データ伝送サービス）、ファームバンキング
サービス 利用手数料（月額基本料金）

アンサー利用手数料（月額基本料金）

その他の手数料　 （1件につき）

送金・振込 組戻手数料（1件につき）

代金取立手数料　　 （1件につき）

代金取立手数料　　 （1件につき）

送金手数料　　　 　（1件につき）

為替自動振込サービス手数料
（1件につき）

法人インターネットバンキング、ファームバンキ
ング、ホームバンキング 振込手数料（1件につき）

個人インターネットバンキング、モバイルバ
ンキング、テレホンバンキング 振込手数料
（1件につき）

ＡＴＭ現金振込手数料（1件につき）

ＡＴＭ他行庫キャッシュカード振込手数料
（1件につき）

ＡＴＭ当金庫キャッシュカード振込手数料
（1件につき）

総合振込　手数料 （1件につき）

振込手数料（窓口）
（1件につき）

種　　別

文
書
扱

電
信
扱

不渡手形

返却料

取立手形

店頭呈示料

取立手形

組戻料

同一手形交換所内

普通扱い
至急扱い

普通扱い
至急扱い

５万円以上

５万円以上

５万円未満

５万円以上

５万円未満

５万円未満

５万円未満
５万円以上

５万円未満
５万円以上

会員・員外
区別なし

会員・員外
区別なし

非会員
会　員

非会員
会　員

非会員
会　員

非会員
会　員

非会員
会　員

非会員
会　員

非会員
会　員

非会員
会　員

非会員
会　員

非会員
会　員

非会員
会　員

非会員
会　員

非会員
会　員

非会員
会　員

非会員
会　員

非会員
会　員

非会員
会　員

非会員
会　員

専用電話（ＨＵ）利用

パソコン利用

（１顧客につき）

（１顧客につき）

照会サービス

通知サービス

無料

無料

上記同様
（付帯物件がある場合のみ取扱）







信用金庫の経営にかかるサポート

信用金庫の業務にかかるサポート

   信金中央金庫は、全国の信用金庫を会員とする信用金庫の「中央金融機関」です。1950年に設立され、2000年には優先出資を東京

証券取引所に上場しています。

   信金中央金庫は、信用金庫の業務・経営のサポートを行っているほか、信用金庫から預け入れられた資金や金融債の発行により調達し

た資金を、有価証券や事業会社への貸出により運営しており、信用金庫業界の発展のため、さまざまな金融業務を展開しています。

■貸出業務

    ・ 国・政府関係機関への貸出

    ・ 地方公共団体・公益法人等への貸出

    ・ 事業会社（大企業・信用金庫の会員資格を上回る企業など）への貸出

    ・ 代理貸付による中小企業・個人への貸出

■フィンテックの活用に向けた取組み

■信用金庫の決済業務のサポート

    ・ 内国為替業務、国債振替決済業務、一般債、短期社債

      振替決済業務

■信用金庫に対する情報提供活動

■信用金庫の地域金融・中小企業金融などのサポート

    ・ 中小企業の経営改善支援・海外進出支援、地域活性化

      支援、個人向け商品の提供

■信用金庫業界のネットワークなどを活用した業務

    ・ 信用金庫が主催するビジネスフェアへの大手バイヤー

       企業の招聘、販路拡大支援

■市場運用業務

    ・ 国内外の金融市場における有価証券運用

    ・ コールローンなどの短期市場運用

●総資産
   ………………………40兆円
●高い連結自己資本比率（国内基準）

   ……………………24.31％
●低い不良債権比率
         （＝リスク管理債権/貸出金）

   ……………………0.27％
●外部格付
   ……………ＡＡ（格付期間JCR）

●預金残高
   ………………………145兆円
●巨大なネットワーク
   ……全国255金庫、7,237店舗
●Face to Faceの事業展開
   …………役職員数 10万4千人
●多数の出資者
   …………………913万人

（上記計数は2020年3月末現在）（上記計数は2020年3月末現在）

信用金庫業界の資金運用

■信用金庫に対する金融商品の提供

    ・ 信託機能を活用した運用商品、融資関連商品の提供

■信用金庫の業務効率化・経費削減

■信用金庫の資金運用・リスク管理のサポート

    ・ ＡＬＭ・リスク管理支援、有価証券ポートフォリオ分析、運用投資相談

■信用金庫業界の信用力の維持・向上

    ・ 信用金庫経営力強化制度、信用金庫相互援助資金制度

■信用金庫の市場関連業務のサポート

    ・ デリバティブ取引、外国為替・外貨資金取引、有価証券取引

■信用金庫の人材育成のサポート















2020年
3月末

2019年
3月末

2020年
3月末

2019年
3月末

2020年
3月末

2019年
3月末

2020年
3月末

2019年
3月末

2020年
3月末

2019年
3月末

425

838

3,143

21,943

22,023

6,890

182,205

58,235

27,610

13,583

13,802

18,749

34,915

15,309

182,205

116

2,412

2,792

344

771

9,589

71,868

25,800

306

419

8,120

2,275

181,405

800

182,205

1,765

340

16

2

406

1,051

2,994

22,605

22,305

8,260

182,738

57,854

24,516

13,880

13,589

17,229

40,305

15,362

182,738

100

2,783

2,999

591

805

8,955

68,949

25,871

297

472

8,833

1,976

180,538

2,200

182,738

2,086

373

17

―

425

838

2,940

10,984

22,023

―

91,422

8,326

10,523

11,146

10,510

15,898

34,615

401

91,422

111

2,412

2,792

139

745

9,589

1,871

25,480

304

419

8,101

245

91,422

―

91,422

1,640

340

16

2

406

1,051

2,991

11,539

22,305

―

93,479

7,947

10,516

11,128

10,350

14,349

38,805

380

93,479

95

2,783

2,999

186

779

8,955

1,834

25,551

295

472

8,813

246

93,479

―

93,479

1,780

373

17

―

―

―

199

9,359

―

―

16,259

1,699

8,280

2,136

1,891

1,950

300

―

16,259

―

―

―

199

―

―

4,400

―

―

―

―

2,000

15,459

800

16,259

100

―

―

―

―

―

―

9,465

―

―

15,266

6,147

2,752

2,152

1,583

2,329

300

―

15,266

―

―

―

399

―

―

3,400

―

―

―

―

1,700

14,265

1,000

15,266

300

―

―

―

0

―

3

―

53

―

538

―

50

13

―

―

21

0

376

―

10

2

―

538

―

538

0

5

―

―

0

3

39

―

63

―

587

―

46

13

―

0

29

0

372

―

―

9

―

587

―

587

3

5

―

―



291

294

306

281

598

575

286

291

326

301

613

592

―

―

17

5

17

5

291

294

306

281

598

575

286

291

344

306

631

598

2018年度

2019年度

2018年度

2019年度

2018年度

2019年度

―

―

0

―

12

344

―

23

11

―

―

27

45

213

―

0

5

―

344

―

344

3

0

―

―

―

2

5

―

10

306

―

13

25

―

―

27

0

216

―

―

3

―

306
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―
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―
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0

―

―

―

0

6

―

9
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―

9

4

―

―
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0

214

―

―

5

―

281

―

281

0

0

―

―

―

―

―

―

―

17

―
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―

―

―

0

0

―

―

―
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―
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―

17

0

―

―

―

―

―

―

―

―

5

―

2

―

―

―

―

―

―

―

―

2

―

5

―

5

―

―

―

―

―

―

0

―

12

326

―

11

11

―

―

27

45
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―

0

1

―
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―

326

3

0
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―

―
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5

―
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―
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―
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―
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0
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0
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9
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―

9

4
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0
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―

―

5

―

281

―

281

0

0

―

―

2

―

2

―

0
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―

1

0

―

―
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―

―

―

0

4

―

0

―

―

―
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1

―
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6
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1
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2019年度2018年度2019年度2018年度2019年度2018年度2019年度2018年度2019年度2018年度2019年度2018年度



2020年3月末2019年3月末

―

―

199

―

10,990

―

―

400

―

―

―

―

―

―

415

―

10,761

0

―

400

―

―

―

―

36,650

6,189

64,679

5,940

40

―

25,399

31,627

99

―

―

―

182,205

34,319

6,678

60,699

6,080

48

―

25,707

32,472

136

―

―

5,005

182,738

2020年3月末2019年3月末2020年3月末2019年3月末2020年3月末2019年3月末

2019年度2018年度

19,10819,2783,6614,150














